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出し平ダム湛水池　底質（1/3）
( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（強熱減量＜0.1(%)）は0.1(%)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

1週後 1週後 1日後

１日後 １日後
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出し平ダム湛水池　底質（2/3）

H17.6,H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6

連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂

(51) (12) (35) (16) (44)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（強熱減量＜0.1(%)）は0.1(%)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

１日後 １日後 １日後 １日後 １日後 １日後 １日後

※破線は、その間の調査が「底質が礫質であった」等の理由により実施されなかったことを示す。

(24) (37) (39)

平成24年平成23年

通砂 排砂排砂

平成21年平成18年 平成19年

9/185/227/4

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。
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出し平ダム湛水池　底質（3/3）

H25.6 H25.8 H26.7 H27.7 H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策 連携排砂  連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

1回目 2回目 (中止)

(18) (32) (19) (30) (-) (-) (29) (-) (9) (-) (-)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（強熱減量＜0.1(%)）は0.1(%)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

１日後 １日後 １日後 前 後 前 後

※破線は、その間の調査が「底質が礫質であった」等の理由により実施されなかったことを示す。

 ▽

(117)
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( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
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宇奈月ダム湛水池　底質（1/3）
( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(59) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が「底質が礫質であった」等の理由により実施されなかったことを示す。
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宇奈月ダム湛水池　底質（2/3）

H17.6,H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6

連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂

(51) (12) (35) (16) (44)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が「底質が礫質であった」等の理由により実施されなかったことを示す。
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( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。
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宇奈月ダム湛水池　底質（3/3）

H25.6 H25.8 H26.7 H27.7 H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

1回目 2回目 (中止)

(18) (32) (19) (30) (-) (-) (29) (-) (-) (-)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（T-N＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

その間の調査が「底質が礫質であった」等の理由により実施されなかったことを示す。 注1.H30年の20.8Kは、7/3日と7/20に実施。

注2.H30年5月の20.8kおよび9月調査は、ダム流量が多く、調査地点に近づけなかったため、欠測となった。
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河川　底質（1/3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示
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河川　底質（2/3）

H17.6,H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H22.7 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7

連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂
(51) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

5/20 9/14 5/26 9/5 5/26 9/5 5/28 9/11 5/28 9/10 5/19 9/29 5/25 9/7 5/9 9/5 5/31 9/11 5/7 9/3

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

連携排砂

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

連携通砂
硫
化

物
(
mg
/
g)

連携排砂連携排砂

(24)

連携排砂・通砂連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携試験通砂
ｐ
Ｈ

50
%粒

径
(m
m)

CO
D(
mg

/g
)

全
窒

素
(
mg
/
g)

全
り

ん
(
mg
/
g)

OR
P(
m
V)
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河川　底質（3/3）

H27.7 H28.6 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.6 R2.7 R3.7

連携排砂 連携排砂 連携排砂(中止) 連携排砂 連携排砂 　連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)

1回目 2回目 　(中止)

(19) (30) 　(-)

▽ ▽ ▽ 　　▽ ▽ ▽ ▽

※定量下限値未満（COD＜1(mg/g)）は1(mg/g)として表示

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

5/13 9/2

令和３年

(9)

5/10 9/4

平成29年

5/24 9/21

平成30年

▽ ▽

(12)

5/13 9/2

令和２年

OR
P(
mV
)

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

連携排砂 連携通砂
CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素
(
m
g
/g
)

H29.7

(-)

▽

H29.9

抑制策

(-)

▽

全
り
ん
(
m
g
/g
)

(117)

硫
化
物

(m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

50
%粒

径
(m
m
)

9/2

平成27年

5/7 5/8 9/4

令和元年

(29)

5/16 9/14

平成28年

R4.8 R4.9

抑制策

(-) (-)

▽ ▽

5/11 9/7

令和４年
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海域　底質（海域①）（1/3）

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (-) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

△ △ △ △

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成11年 平成12年平成7年 平成8年 平成9年 平成10年

排砂中 1日後 排砂後

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

1日後通砂中出水後 排砂直前 排砂中 排砂後 通砂直前1週後 1月後 1日後 1日後

7/2 5/28,29 7/14,157/8 8/1

1月後 1日後 1週後 1月後 1日後

5/31,6/28/4,6 5/25 7/210/7,8 9/18,19 6/2 6/20 11/226/67/1 9/14 5/20,25 9/176/21 6/22 7/1 9/177/255/23,24 7/177/13 8/5

(172)

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素
(
m
g/
g
)

OR
P(
mV
)

硫
化
物
(
m
g
/g
)

全
り
ん
(
m
g/
g
)

8/11,12 11/4,5 11/7

ｐ
Ｈ

50
%粒

径
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m)
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海域　底質（海域①）（2/3）

H17.6 H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7 H27.7

連携排砂・通砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

(12) (35) (16) (44) (18) (32) (19)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

    □0.55（３検体）    ○0.56

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

□ △

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成22年

排砂後排砂後

平成21年

通砂後

5/28 7/39/47/4 5/24, 7/3 9/10

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素
(
m
g/
g
)

9/12

硫
化
物
(
m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

全
り
ん
(
m
g/
g
)

OR
P(
mV
)

50
%粒

径
(m
m)

7/6 7/155/26 5/16,17 7/26 9/211/26

平成17年 平成18年

排砂後 通砂後排砂後1日後1日後 1日後1日後 1日後 追加調査

平成19年 平成20年 平成24年

1日後 通砂後

平成23年 平成25年

5/20 6/27 6/235/9 9/25

排砂後

平成27年

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

5/15 7/17 9/55/15 6/22 8/26 9/13 5/20

排砂後

平成26年

9/12

(51) (24) (37) (39)
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海域　底質（海域①）（3/3）

H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

(1回目) (2回目)

(30) (-) (-) (-) (-)

▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

　□1.1

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

令和3年

5/19 9/29

(9)

7/31 9/11

排砂後 通砂後

1回目 2回目

平成30年 令和元年 令和2年

排砂後 通砂後

5/17 6/30 7/8 9/16

排砂後 排砂後

5/16 6/295/19 9/22 5/20 6/19 7/2 9/21
排砂(中止)後

抑制策後

平成28年

排砂後

50
%粒

径
(m
m)

5/23 6/28,7/1 9/26 5/24 9/24

令和4年

ｐ
Ｈ

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素

(m
g
/
g)

全
り

ん
(
mg
/
g)

OR
P(

mV
)

硫
化

物
(
mg
/
g)

(117)

▽ ▽

(29) (12)

平成29年
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海域　底質（海域②）（1/3） ( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (-) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽
○

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示 ○

○

○

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

＊ △

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年

1日後

平成14年 平成15年 平成16年

排砂中 排砂後1日後

平成13年

出水後 排砂直前

平成11年 平成12年

排砂後 通砂直前 通砂中排砂中1日後 1週後 1月後 1日後1月後 1日後 1週後 1月後 1日後

9/17 11/227/17,19 9/6,7 5/22,23 7/25 9/12,17 5/17,20,257/25/26,6/2 10/7,8 11月 5/23,24 7/21 9/13,145/28,6/2 6/20 6/218/5 7/159/10,14,246/4,6 9/18,19 6/22 7/15/25,27 7/1 7/136/27 7/8 8/1 5/28 7/147/2 8/4,6

50
%粒

径
(m
m)

8/9,11,12 11/4,5 11/7 12/4

CO
D(
mg
/g
)

(172)

63

2.76

全
窒
素
(
m
g/
g
)

3.42

全
り
ん
(
m
g/
g
)

OR
P(
mV
)
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7.7
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/g
)
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Ｈ
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st.3(st.42) st.4(st.43) st.5 st.6 st.7 st.8 st.9

st.10(st.46) st.47 黒No1 黒No2 黒No3 飯No3
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海域　底質（海域②）（2/3）

H17.6 H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7 H27.7

連携排砂・通砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

(12) (35) (16) (44) (18) (32) (19)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

１日後

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

7/4

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

5/15,19 7/17 9/5,86/22 9/24,259/1,2

排砂後

8/26 9/12,135/9,109/8,9 6/23 9/10,12 5/15

排砂後 通砂後

平成25年平成21年

通砂後通砂後 排砂後

平成22年 平成23年

排砂後

平成24年平成19年 平成20年

1日後 1日後

9/9,12 5/16,17,

19,25
7/4 7/26

平成17年 平成18年

1日後 1日後 1日後

硫
化
物

(
mg
/
g)

50
%粒

径
(m
m)

6/295/25,26 7/6 7/15 5/26 5/209/2,37/3 9/11 7/12 7/205/27,28 7/3

CO
D(
mg
/g
)

(51) (24) (37) (39)

排砂後

平成27年

5/18,19,

20

全
窒
素

(m
g
/g
)

排砂後

平成26年

ｐ
Ｈ

6/275/209/4,

10/11

5/24,25 9/10,11

全
り
ん

(m
g
/g
)

OR
P(
mV
)
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海域　底質（海域②）（3/3）

H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

(1回目) (2回目)

(30) (-) (-) (-)(-)

▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

令和2年

(12)

5/16,17 6/29 7/31 9/11,30

排砂後 通砂後

平成29年平成28年

排砂後

硫
化
物
(
m
g/
g
)

ｐ
Ｈ

排砂(中止)後

抑制策後

50
%粒

径
(m
m)

5/23,24 6/28,7/1 9/26,27 5/19 9/22 5/17 6/30 7/8 9/16 5/20,23 6/19 7/2 9/11,21

OR
P(
mV
)

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

CO
D(
mg
/g

)
全
窒

素
(
mg
/
g)

全
り

ん
(
mg
/
g)

(117)

▽ ▽

(29) (9)

5/2 4 , 2 6 9 / 2 4 , 2 5

令和4年

排砂後 排砂後

1回目 2回目

平成30年

排砂後 通砂後

令和元年
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海域　底質（海域③）（1/3）

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (-) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

△ △ △

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成11年

通砂直前

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

通砂中 排砂中排砂直前 排砂中 排砂後 1日後1日後1日後 1日後

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年

1月後 1日後 1週後 1月後 出水後 排砂後1週後 1月後 1日後

7/8 8/1 5/30 7/14 5/31 10/12,20 5/205/22 9/17,248/6 9/3,69/2011/11 5/23,24 9/17,24

硫
化
物

(m
g
/g
)

5/27

50
%粒

径
(m

m)

8/9,11 11/4 6/311/7 12/4 6/27 7/2

2.0

7/3 8/6,12 5/29

全
窒
素

(m
g
/g
)

(172)
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mg
/g
)

全
り
ん

(m
g
/g
)
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P(
mV
)

ｐ
Ｈ
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ﾊﾞｲ篭・ｺﾞﾁ網漁場内 底刺網漁場内 小型底引網２ 小型底引網３
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海域　底質（海域③）（2/3）

H17.6 H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7 H27.7

連携排砂・通砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

(12) (35) (16) (44) (18) (32) (19)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

□ △ △ □

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成24年 平成25年

9/13,245/10,16 9/4,12

排砂後

平成22年 平成23年

通砂後

5/20 9/1,14 9/9,125/20

平成17年

1日後 排砂後

平成18年 平成19年 平成20年

1日後

平成21年

1日後 1日後 1日後 通砂後

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素
(
m
g/
g
)

全
り
ん
(
m
g/
g
)

4.0

ｐ
Ｈ

OR
P(
mV
)

硫
化
物
(
m
g
/g
)

50
%粒

径
(m
m)

3.0 2.1

5/26,27 9/12,13 5/19,31 9/4,

10/16

5/25,31

1日後

(51) (24) (37) (39)

平成27年

9/8,9

排砂後

平成26年

5/19,6/9 5/18,26 9/24,10/19

排砂後

10

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

□　1.2

排砂後 通砂後

5/15

排砂後
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ﾊﾞｲ篭・ｺﾞﾁ網漁場内 底刺網漁場内 小型底引網２ 小型底引網３
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海域　底質（海域③）（3/3）

H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

(1回目) (2回目)

(30) (-) (-) (-)(-)

▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

5/19,27 9/27,30

令和3年

(9)

令和2年

5/16,29 6/29 7/31 9/30

排砂後 通砂後

6/19 7/2 9/21,10/2

排砂後 通砂後

5/19 9/22

平成29年

排砂(中止)後

抑制策後

6/28,7/1 9/5,27

平成28年

排砂後

50
%粒

径
(m
m)

5/19,23

ｐ
Ｈ

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素

(m
g
/
g)

全
り

ん
(
mg
/
g)

OR
P(

mV
)

硫
化

物
(
mg
/
g)

(117)

▽ ▽

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

(29) (12)

5/ 1 8, 2 6 9 / 2 5 , 3 0

令和4年

1回目 2回目

平成30年
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ﾊﾞｲ篭・ｺﾞﾁ網漁場内 底刺網漁場内 小型底引網２ 小型底引網３
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海域　底質（海域④）（1/3）

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(なし) (-) (6) (9)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

(34) (70) (59) (28)

平成11年 平成12年 平成14年 平成15年 平成16年

排砂中 1日後 排砂後排砂後 通砂直前 通砂中

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成13年

排砂直前 排砂中1月後 1日後 1週後 1月後

9/186/4

1日後 出水後

5/28

1日後

5/27 7/2 8/6 5/26 10/7

1週後 1月後 1日後 1日後

9/179/10 5/23 9/6 5/22 9/17 5/17,20 9/13,1411月

全
り
ん

(m
g
/g
)

OR
P(
mV
)

硫
化
物

(m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

50
%粒

径
(m

m)

5/29 7/15 8/4

(172)

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素

(m
g
/g
)

(80) (46)
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海域　底質（海域④）（2/3）

H17.6 H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7 H27.7

連携排砂・通砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

(12) (35) (16) (44) (18) (32) (19)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

排砂後

9/2
排砂後

9/129/9 9/10

排砂後

5/20

平成19年

1日後 1日後1日後 1日後1日後

平成17年 平成18年

9/7,2

6,10/

11

CO
D(
mg
/g
)

50
%粒

径
(m
m)

全
窒
素
(
m
g/
g
)

全
り
ん
(
m
g/
g
)

OR
P(
mV
)

硫
化
物
(
m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

5/26 7/6 9/9

平成20年

9/11 5/20

通砂後

平成21年

排砂後

9/3 5/27

通砂後

5/27

1日後

平成22年 平成23年

9/24

排砂後

平成27年

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

5/14,20,

22,26

5/18

平成26年平成25年平成24年

排砂後 通砂後

5/10 5/15 9/8

(51) (24) (37) (39)
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海域　底質（海域④）（3/3）

H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

(1回目) (2回目)

(30) (-) (-) (-) (-)

▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

※定量下限値未満（COD＜0.1(mg/g)）は0.1(mg/g)として表示

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

5/20 9/30

令和3年

(9)

令和2年

5/17 6/29 7/31 9/30

排砂後 通砂後

6/19 7/2 9/28

排砂後 通砂後

5/19 9/22

平成29年

排砂(中止)後

抑制策後

9/27

平成28年

排砂後

50
%粒

径
(m
m)

5/24 6/28,7/1

(117)

▽ ▽

ｐ
Ｈ

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

CO
D(
mg
/g
)

全
窒
素

(m
g
/
g)

全
り

ん
(
mg
/
g)

OR
P(

mV
)

硫
化

物
(
mg
/
g)

(29) (12)
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海域　底質（海域⑤）（1/3）

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）

H7.10 H8.6 H9.7 H10.6 H11.9 H12.9 H13.6 H13.6 H14.7 H15.6 H16.7

緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排 砂 排 砂 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂

(80) (46) (34) (70) (なし) (59) (-) (6) (9) (28)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成16年平成12年 平成13年

通砂直前

平成14年 平成15年平成11年

通砂中 排砂中 1日後 排砂後 1日後排砂直前 排砂中 排砂後1日後1日後

5/26 10/7 6/4

1週後 1日後 出水後1月後 1日後 1週後 1月後 1月後

50
%粒

径
(m

m)

5/29 7/15 8/4 9/6 5/229/18 5/28 9/13,149/17 5/17,20

硫
化
物

(m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

5/235/27 7/2 9/10 11月8/6

OR
P(
mV
)

(172)
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り
ん
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海域　底質（海域⑤）（2/3）

H17.6 H17.7 H18.7 H18.7 H19.6 H20.6 H21.7 H21.7 H22.6 H23.6 H24.6 H25.6 H25.8 H26.7 H27.7

連携排砂・通砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

(12) (35) (16) (44) (18) (32) (19)

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

平成21年平成20年

9/25/27

平成22年

5/20

1日後

9/11

排砂後排砂後 通砂後

平成23年 平成24年 平成25年

5/10 9/10

排砂後

5/20 9/9 9/125/15

平成17年 平成18年 平成19年

9/9 5/25

1日後

5/26,27 9/7,

10/41日後 1日後 1日後 1日後

9/11

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

9/24
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50
%粒
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全
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ん
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m
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g
)
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P(
mV
)

硫
化
物
(
m
g
/g
)

ｐ
Ｈ

5/27 9/3

平成27年平成26年

5/14,20 9/8
排砂後

5/18

(51) (24) (37) (39)

排砂後通砂後 排砂後 通砂後
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海域　底質（海域⑤）（3/3）

H28.6 H29.7 H29.9 H30.6 H30.7 R1.6 R1.6 R2.6 R2.7 R3.7 R4.8 R4.9

連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂  連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止)抑制策

(1回目) (2回目)

(30) (-) (-) (-) (-)

▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽

水産用水基準：COD≦20(mg/g)

水産用水基準：硫化物≦0.2(mg/g)

※定量下限値未満（硫化物＜0.01(mg/g)）は0.01(mg/g)として表示

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

5/20 9/30

令和3年

(9)

令和2年

5/17 6/29 7/31 9/30

排砂後 通砂後

6/19 7/2 9/28

排砂後 通砂後

5/19 9/22

平成29年

排砂(中止)後

抑制策後

6/28,7/1 9/27

平成28年

排砂後

50
%粒

径
(m
m)

5/24

(117)

▽ ▽

ｐ
Ｈ

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m3）
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全
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全
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ん
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mV
)

硫
化

物
(
mg
/
g)

(29) (12)

5/26 9/25

令和4年

1回目 2回目

平成30年

5/17 6/30 7/8 9/16

排砂後 排砂後

令和元年

5/23

-200

0

200

400

600

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

6.0

7.0

8.0

9.0

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0

10

20

30

40

50

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

泊沖 宮崎沖 境沖 st.54 st.55

-24-



河川 魚類（定期調査）（1/3）
※平成15年7月調査時は、各地点ともタモ網での採取は実施せず投網のみで採取した。（図中の　　部分）

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂
・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28)

捕　獲

種　数

(種)

捕　獲

個体数

(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

捕　獲

種　数

(種)

　　2,230△

捕　獲

個体数

(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

連携排砂

山
 
彦

 
橋
 
地
 

点

下
　
黒

　
部
　
橋
　

地
　
点

1,590△

1,578▲

緊急排砂 緊急排砂 排砂 連携排砂・通砂 連携排砂
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1,000
放流魚種を含む 放流魚種以外
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河川 魚類（定期調査）（2/3）

連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂

(51) (24) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

捕　獲

種　数

(種)

捕　獲

個体数

(尾)

5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

捕　獲

種　数

(種)

捕　獲

個体数

(尾)

5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

連携排砂連携排砂

下
　
黒

　
部
　
橋
　

地
　
点

連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂
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地
 

点
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放流魚種を含む 放流魚種以外
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山彦橋

下黒部橋
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河川 魚類（定期調査）（3/3）

連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策
(19) (30) (-) (-) (117) (29) (12) (9) (-) (-)

捕　獲

種　数

(種)

捕　獲

個体数

(尾)

5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月  11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

捕　獲

種　数

(種)

捕　獲

個体数

(尾)

5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月  11月
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

山
 
彦

 
橋
 
地
 

点

下
　
黒

　
部
　
橋
　

地
　
点

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

連携排砂 連携排砂連携排砂
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魚類　地点別魚種別捕獲数（山彦橋）（2/3）

H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3) (約37万m3) (約16万m3) (約39万m3) (約44万m3) (約18万m3)

[約16万m3] [約2万m3] [約5万m3] [約-20万m3] [約万m3] [約万m3]

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

１週
間後

９月
調査

11月
調査

１月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 捕獲数

No. 目 科 種　名 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 06/01 09/07 11/01 05/30 09/04 11/16 06/06 09/10 11/04 06/14 09/16 11/12 06/10 09/07 11/12 05/31 09/27 11/15 05/23 09/19 11/14 05/29 09/25 11/18 累計 No.

7 ｺｲ ｺｲ ｳｸﾞｲ 5 7 3 1 1 26 38 16 17 28 29 1 10 2 4 1 16 12 1 1 1 4 1 4 229 7

13 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1 16 17 30 2 14 12 4 3 1 100 13

14 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 51 3 35 25 3 58 8 17 13 3 4 2 41 84 3 7 37 15 3 1 7 1 1 21 14 9 1 5 3 3 2 3 3 8 6 3 503 14

16 ﾆｼﾞﾏｽ 16

17 ｻｸﾗﾏｽ 1 5 1 7 17

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 2 2 2 4 4 7 1 4 5 4 3 8 13 11 5 10 3 2 1 19 21 6 12 15 14 1 6 13 18 2 10 8 3 8 1 2 31 9 13 303

25 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｶｼﾞｶ 6 13 10 8 20 4 6 6 11 8 9 8 10 11 8 4 4 5 6 9 16 7 7 6 9 8 6 13 8 19 6 4 3 3 18 4 12 4 319 27

種類数合計 3 4 3 3 3 3 3 3 5 4 2 4 4 4 4 4 3 4 3 4 3 5 4 3 5 3 4 4 3 4 5 4 4 3 3 2 5 2 4 4 3 6

種類数合計（放流魚種を除く） 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 2

個体数合計（放流魚種を含む） 59 23 47 37 27 70 15 28 28 19 9 42 56 80 123 44 43 15 17 46 43 60 15 26 55 29 60 26 41 49 35 25 16 9 7 10 27 5 44 31 20 1,461

個体数合計（放流魚種を除く） 0 5 0 0 0 1 0 7 3 1 1 26 38 16 17 28 29 1 10 2 0 4 1 0 16 5 0 12 1 0 1 0 1 0 1 0 4 0 1 4 0 236

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と、「カジカ属」はカジカ属魚類と同時に確認された場合は種数に計上しない。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、［ ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。また、H23排砂量及び通砂による土砂変動量はシミュレーション値。マイナスは堆積を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

＊６：平成15年度連携排砂１週間後については、投網のみの採取調査であった。

H13.6連携排砂通砂

(約51万m3)

H25連携排砂通砂H21連携排砂通砂 H23連携排砂通砂 H24連携排砂

(約59万m3) (約6万m3)

H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂 H19.6連携排砂 H20.6連携排砂 H22連携排砂通砂H16.7連携排砂通砂

(約9万m3) (約28万m3)

魚類　地点別魚種別捕獲数（山彦橋）（1/3）

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂

排砂
前

１週
間後

１ケ
月後

排砂
前

１日
後

１週
間後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

排砂
前

１日
後

１週
間後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

６ヶ
月後

８ヶ
月後

排砂
前

１日
後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

６ヶ
月後

８ヶ
月後

排砂
前

１日
後

H10.7
出水
後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 捕獲数

No. 目 科 種　名 06/30 07/29 08/11 09/13 11/02 11/10 12/01 01/10 02/27 05/13 07/03 07/09 08/02 09/04 11/07 01/09 03/10 05/29 07/14 08/05 09/01 11/05 01/08 03/02 05/25 07/01 07/13 08/05 09/02 11/04 05/26 09/01 11/01 06/05 09/12 11/09 累計 No.

7 ｺｲ ｺｲ ｳｸﾞｲ 2 12 35 1 1 1 1 2 1 44 2 33 29 2 5 20 13 2 1 1 13 1 222 7

13 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1 1 1 3 13

14 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 8 13 10 5 2 2 5 72 13 7 4 2 1 10 6 13 1 1 2 28 25 8 6 7 6 98 28 4 30 23 15 78 533 14

16 ﾆｼﾞﾏｽ 16

17 ｻｸﾗﾏｽ 1 1 2 17

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 2 2 1 11 2 4 2 2 2 4 6 17 12 15 82

27 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｶｼﾞｶ 3 1 8 4 5 7 15 14 4 4 2 11 87 47 21 11 13 20 4 18 17 11 7 16 32 6 32 5 19 5 5 7 7 17 7 492 27

種類数合計 3 3 3 4 4 3 3 1 2 3 3 3 4 3 2 1 1 2 3 4 2 3 3 2 4 3 3 4 5 4 3 4 3 4 3 3 6

種類数合計（放流魚種を除く） 1 1 1 2 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 2

個体数合計（放流魚種を含む） 13 27 46 15 9 8 13 15 86 18 13 7 58 90 48 21 11 23 59 57 19 19 15 35 47 45 32 54 16 120 34 26 43 48 44 100 1,334

個体数合計（放流魚種を除く） 2 12 35 2 1 1 0 0 0 1 2 1 44 2 0 0 0 0 33 29 0 1 0 0 2 5 20 13 2 1 1 13 0 1 0 0 224

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と、「カジカ属」はカジカ属魚類と同時に確認された場合は種数

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。

＊４：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

平成12年

(－)(約80万m3)(約1.6万m3) （約172万m3) (約34万m3) (約70万m3)(約46万m3)

H12.9抑制策
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魚類　地点別魚種別捕獲数（山彦橋）（3/3）

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成26年 平成27年 捕獲数

No. 目 科 種　名 05/28 09/10 11/11 05/27 09/08 11/10 05/25 09/08 11/08 05/25 09/05 11/06 05/29 09/06 11/01 05/28 09/03 11/06 05/27 09/02 11/04 05/27 09/01 11/01 05/27 09/06 11/01 累計 No.

7 ｺｲ ｺｲ ｳｸﾞｲ 13 14 2 3 1 8 2 1 11 8 11 1 8 27 93 6 24 1 1 235 7

13 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1 27 1 29 13

14 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 12 1 2 5 16 20 5 2 45 21 3 1 5 3 9 2 1 13 8 5 2 2 5 2 1 2 193 14

16 ﾆｼﾞﾏｽ 1 1 16

17 ｻｸﾗﾏｽ 1 1 7 1 3 4 17 17

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 32 10 21 9 18 7 9 32 21 24 26 11 6 2 4 74 23 2 63 21 24 4 3 14 3 29 127 619

27 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｶｼﾞｶ 4 6 2 5 8 1 7 6 4 1 1 1 1 6 4 9 1 3 7 5 3 85 27

種類数合計 4 4 3 3 4 3 4 4 4 3 4 2 3 3 4 5 3 4 4 4 3 4 3 4 2 5 4 6

種類数合計（放流魚種を除く） 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 0 2 1 1 2 1 0 2 0 1 1 2

個体数合計（放流魚種を含む） 49 30 26 19 56 28 23 43 71 53 32 13 12 14 23 96 52 11 88 65 125 13 8 54 5 37 133 1,179

個体数合計（放流魚種を除く） 1 13 1 0 14 0 2 3 1 8 2 1 1 11 15 11 0 2 8 27 96 6 0 28 0 1 1 253

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と同時に確認された場合は種数に計上しない。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、［ ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。また、H23排砂量及び通砂による土砂変動量はシミュレーション値。マイナスは堆積を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

＊６：平成15年度連携排砂１週間後については、投網のみの採取調査であった。

(－m3)
(約29万m3)

令和元年

R2連携排砂 R4連携排砂(中止)

令和３元年

(約12万m3)

令和２元年

R4抑制策

H28連携排砂

(約30万m3)

平成28年

H30連携排砂

(約117万m3)

平成30年

R1連携排砂 R3連携排砂

(約9万m3)

令和３元年

H26連携排砂

(約32万m3)

H27連携排砂

(約19万m3)

H29連携排砂(中止)

H29抑制策

(－m3)

平成29年
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魚類　地点別魚種別捕獲数（下黒部橋）（1/3）

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂

排砂
前

１週
間後

１ケ
月後

排砂
前

１日
後

１週
間後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

排砂
前

１日
後

１週
間後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

６ヶ
月後

８ヶ
月後

排砂
前

１日
後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

６ヶ
月後

８ヶ
月後

排砂
前

１日
後

H10.7
出水
後

１ヶ
月後

２ヶ
月後

４ヶ
月後

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 捕獲数

No. 目 科 種名 06/29 07/30 08/12 09/12 11/03 11/07 11/30 01/11 02/29
05/15

～16
07/02 07/08 08/01 09/03

11/06

～07
01/10 03/11 05/28 07/22 08/06 09/03 11/06 01/09 03/03 05/26 07/02 07/14 08/06 09/03 11/05 05/31 09/02 11/05 06/06 09/13 11/10 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ｽﾅﾔﾂﾒ類 1

2 ｶﾜﾔﾂﾒ 1 1 2

3 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 3

ｺｲ(飼育品種)

4 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 1 6 1 1 1 2 12 4

5 ﾀｶﾊﾔ 1 1 2 5

6 ﾏﾙﾀ 1 1 2 2 3 1 1 11 6

7 ｳｸﾞｲ 127 33 69 61 14 155 56 2 4 520 8 12 28 35 6 14 17 75 70 36 18 36 263 263 74 183 227 44 43 6 16 113 194 125 108 1,373 4,428 7

ｳｸﾞｲ属の一種 5 5

8 ﾓﾂｺﾞ 1 1 2 8

9 ｽｺﾞﾓﾛｺ 1 1 9

10 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ 1 1 2 3 7 10

11 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ 11

12 ﾋﾒﾄﾞｼﾞｮｳ 12

13 ｴｿﾞﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ 13

14 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 50 34 17 110 1 233 118 39 163 18 648 131 159 154 1 132 295 276 327 110 929 168 1 268 98 9 4,489 14

15 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 1 1 2 15

16 ｻｹ 17 16 5 24 13 7 10 33 112 2 181 82 52 83 637 16

17 ﾆｼﾞﾏｽ 1 1 2 17

18 ｻｸﾗﾏｽ 1 1 2 18

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 1 1 3 2 2 6 3 19

19 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 19

ﾒﾀﾞｶ類

20 ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ 26 26 20

21 ｻﾖﾘ 21

22 ﾄｹﾞｳｵ ﾄｹﾞｳｵ ｲﾄﾖ日本海型 1 1 22

23 ﾄﾐﾖ属淡水型 20 1 1 9 1 3 1 1 1 5 2 7 16 5 133 37 9 8 8 83 121 43 37 2 3 59 1 1 618 23

24 ｶｻｺﾞ ｺﾁ ｲﾈｺﾞﾁ 24

25 ﾏｺﾞﾁ 25

26 ｶｼﾞｶ ｶﾏｷﾘ 7 8 4 1 4 1 1 2 2 3 13 5 1 3 7 1 7 4 2 76 26

27 ｶｼﾞｶ 2 1 3 27

28 ｶｼﾞｶ中卵型 28

29 ｶﾝｷｮｳｶｼﾞｶ 3 1 3 10 22 1 1 3 7 21 1 1 1 2 2 2 4 85 29

ｶｼﾞｶ属

30 ｽｽﾞｷ ｼﾏｲｻｷ ｼﾏｲｻｷ 1 1 2 30

31 ｷｽ ｼﾛｷﾞｽ 31

32 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ 1 1 32

33 ﾒｼﾞﾅ ﾒｼﾞﾅ 33

34 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 1 1 34

35 ﾒﾅﾀﾞ 6 1 1 3 5 1 1 1 1 2 15 31 68 35

36 ﾈｽﾞｯﾎﾟ ﾈｽﾞﾐｺﾞﾁ 36

37 ﾊｾﾞ ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 3 2 1 3 2 27 8 3 4 1 2 2 1 4 3 66 37

38 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 38

39 ﾏﾊｾﾞ 1 10 1 2 7 2 15 1 7 11 5 1 63 39

40 ﾋﾅﾊｾﾞ 40

41 ﾋﾒﾊｾﾞ 41

42 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ 2 2 42

43 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 3 1 3 73 74 65 41 10 1 4 4 10 11 10 7 8 1 1 2 1 3 2 2 4 12 5 12 370 43

44 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 45 20 15 2 2 1 4 1 10 13 16 12 4 1 2 1 1 1 1 15 1 1 170 44

45 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 3 4 4 10 13 24 7 1 1 1 1 1 71 45

46 旧ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 1 1 1 11 19 39 36 4 1 6 1 1 3 1 2 1 3 2 2 135 46

47 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊｾﾞ 47

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 14 4 18

48 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 30 7 4 15 5 61 40 16 9 10 6 10 2 3 2 1 6 12 5 8 5 26 48 11 29 28 19 9 6 15 27 16 19 4 6 520 48

49 ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 6 13 3 11 13 19 2 1 14 34 10 17 10 7 28 10 230 295 62 54 25 7 148 24 11 192 95 1,341 49

50 ｼﾏｳｷｺﾞﾘ 2 3 2 4 2 4 9 3 1 3 10 5 5 1 2 1 2 59 50

51 ｳｷｺﾞﾘ 3 17 3 3 3 2 12 1 2 2 10 4 1 2 1 5 1 1 5 1 79 51

ｳｷｺﾞﾘ類 329 76 405

52 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ 1 1 3 6 4 2 17 52

53 ｶﾚｲ ﾋﾗﾒ ﾋﾗﾒ 53

54 ｻｻｳｼﾉｼﾀ ｻｻｳｼﾉｼﾀ 54

55 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ 1 1 2 55

種類数合計 10 7 9 7 12 13 12 6 9 13 9 9 7 10 11 8 12 15 19 14 16 11 9 10 12 15 16 14 14 12 9 18 10 12 12 13 55

種類数合計（放流魚種を除く） 8 6 8 6 10 12 12 5 9 11 8 8 6 9 11 8 11 13 18 13 15 10 9 10 10 14 15 13 13 11 7 17 8 11 11 11 52

個体数合計（放流魚種を含む） 239 78 105 219 186 393 232 97 56 794 154 97 211 95 71 66 109 813 776 345 225 195 330 544 240 847 986 546 282 135 981 586 298 444 454 1,590 13,819

個体数合計（放流魚種を除く） 188 44 88 109 183 392 232 96 56 560 36 58 48 77 71 66 108 162 645 186 71 194 330 544 106 552 710 219 172 133 51 418 291 176 356 1,578 9,306

注：H8.6緊急排砂前調査(H8.5.13～17)からH8.6緊急排砂４ヶ月後調査(H8.11.5～7)の下黒部橋地点調査範囲は、河道状況が変動していたため、従前の調査範囲（①～③）と異なる範囲（④～⑥）で捕獲調査したものである。

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と、「カジカ属」はカジカ属魚類と同時に確認された場合は種数

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。

＊４：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3) (約34万m3)

平成12年

(－)(約70万m3)

H12.9抑制策
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魚類　地点別魚種別捕獲数（下黒部橋）（2/3）

H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3) (約37万m3) (約16万m3) (約39万m3) (約44万m3) (約18万m3)

[約16万m3] [約2万m3] [約5万m3] [約-20万m3] [約万m3] [約万m3]

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

１週
間後

９月
調査

11月
調査

１月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 捕獲数

No. 目 科 種名 05/31 09/14 11/09 05/24 09/05 11/01 05/27 07/08 09/10 11/06 01/21 05/28 09/21 11/04 05/25 09/06 11/08 06/02 09/08 11/02 05/29 09/05 11/07 06/06 09/11 11/05 06/12 09/14 11/13 06/10 09/07 11/12 06/02 09/28 11/16 05/24 09/20 11/15 05/30 09/26 11/19 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ｽﾅﾔﾂﾒ類 2 2 1 5 1

2 ｶﾜﾔﾂﾒ 2

3 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 1 1 3

ｺｲ(飼育品種) 1 1 2

4 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 4

5 ﾀｶﾊﾔ 5

6 ﾏﾙﾀ 1 1 6

7 ｳｸﾞｲ 393 32 371 282 3 101 83 36 54 34 76 115 78 1 2 34 15 75 27 12 49 37 26 10 16 1 39 13 11 13 37 15 120 19 1 17 13 26 10 2,297 7

ｳｸﾞｲ属の一種

8 ﾓﾂｺﾞ 8

9 ｽｺﾞﾓﾛｺ 9

10 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ 6 2 1 1 2 2 3 2 1 1 3 1 3 28 10

11 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ 11

12 ﾋﾒﾄﾞｼﾞｮｳ 12

13 ｴｿﾞﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ 1 1 1 3 13

14 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1,759 673 101 456 162 29 342 710 488 32 63 38 73 130 5 159 18 4 117 60 32 154 19 10 158 10 18 207 44 1 362 68 5 573 46 368 10 7,504 14

15 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 1 3 1 5 15

16 ｻｹ 50 102 28 2 6 9 3 45 6 6 257 16

17 ﾆｼﾞﾏｽ 17

18 ｻｸﾗﾏｽ 1 1 2 18

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 2 1 1 1 1 4 9 2 3 1 13 1 6 1 12 2 6 1 68

19 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 19

ﾒﾀﾞｶ類 1 1 32 1 7 16 2 1 3 1 2 67

20 ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ 20

21 ｻﾖﾘ 21

22 ﾄｹﾞｳｵ ﾄｹﾞｳｵ ｲﾄﾖ日本海型 22

23 ﾄﾐﾖ属淡水型 1 10 18 7 11 33 12 55 60 13 15 49 34 24 34 36 50 53 20 15 32 25 32 195 108 12 24 15 34 36 33 12 13 22 20 49 24 45 19 6 1,306 23

24 ｶｻｺﾞ ｺﾁ ｲﾈｺﾞﾁ 24

25 ﾏｺﾞﾁ 25

26 ｶｼﾞｶ ｶﾏｷﾘ 1 2 4 1 1 4 6 1 1 2 1 3 2 1 2 1 3 2 7 1 46 26

27 ｶｼﾞｶ 27

28 ｶｼﾞｶ中卵型 1 5 6 28

29 ｶﾝｷｮｳｶｼﾞｶ 6 2 2 2 1 13 1 3 10 40 29

ｶｼﾞｶ属

30 ｽｽﾞｷ ｼﾏｲｻｷ ｼﾏｲｻｷ 2 1 2 25 2 32 30

31 ｷｽ ｼﾛｷﾞｽ 31

32 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ 32

33 ﾒｼﾞﾅ ﾒｼﾞﾅ 6 5 11 33

34 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 2 2 34

35 ﾒﾅﾀﾞ 8 2 4 1 2 2 2 1 22 35

36 ﾈｽﾞｯﾎﾟ ﾈｽﾞﾐｺﾞﾁ 1 1 36

37 ﾊｾﾞ ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 1 2 2 2 6 2 2 1 8 4 1 16 6 1 2 2 4 5 4 33 3 2 2 5 13 3 2 1 5 1 7 4 1 153 37

38 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 1 1 1 2 2 2 3 1 1 1 5 36 7 4 67 38

39 ﾏﾊｾﾞ 1 3 2 3 1 6 2 1 2 8 2 31 39

40 ﾋﾅﾊｾﾞ 40

41 ﾋﾒﾊｾﾞ 1 1 41

42 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ 2 2 1 1 10 1 2 19 42

43 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 8 8 16 7 8 4 4 19 13 6 1 2 1 3 8 8 4 18 9 13 6 1 2 2 9 10 24 15 71 6 17 4 15 342 43

44 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 1 2 1 1 2 2 5 2 1 9 3 2 1 12 14 1 1 1 62 44

45 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 1 1 1 2 2 4 2 1 1 1 4 2 15 2 1 1 42 45

46 旧ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 2 3 4 2 4 4 1 1 3 1 2 4 2 3 1 1 3 1 1 2 3 2 6 5 1 6 20 88 46

47 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊｾﾞ 1 17 18 47

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 1 1

48 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 5 2 25 3 2 38 5 7 19 12 20 17 9 11 16 5 19 12 12 7 6 6 2 4 11 1 2 3 1 2 1 1 4 8 4 12 2 13 11 340 48

49 ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 52 50 56 23 54 24 30 103 87 42 48 55 31 4 37 21 18 21 16 18 17 14 13 13 17 4 2 7 9 12 5 22 29 5 37 8 2 13 8 1,027 49

50 ｼﾏｳｷｺﾞﾘ 1 7 2 1 1 1 3 1 3 1 1 1 23 50

51 ｳｷｺﾞﾘ 1 2 1 3 1 1 3 1 6 2 1 3 1 1 8 3 8 1 2 4 1 54 51

ｳｷｺﾞﾘ類 9 3 12

52 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ 14 3 2 1 20 52

53 ｶﾚｲ ﾋﾗﾒ ﾋﾗﾒ 53

54 ｻｻｳｼﾉｼﾀ ｻｻｳｼﾉｼﾀ 4 4 54

55 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ 7 7 55

種類数合計 11 9 15 14 13 12 12 3 13 14 11 16 8 9 13 15 14 17 14 13 16 11 12 7 11 12 7 9 11 14 13 10 13 17 16 14 21 10 17 13 14 55

種類数合計（放流魚種を除く） 10 8 13 13 12 10 10 2 11 12 10 14 7 9 10 14 12 15 13 12 15 10 10 6 10 10 6 7 9 13 12 8 11 15 14 13 20 9 16 11 13 52

個体数合計（放流魚種を含む） 2,230 772 619 826 264 307 526 751 729 272 172 293 254 89 130 288 111 368 180 82 267 166 149 206 263 218 184 56 98 278 119 85 452 173 248 780 215 68 528 125 76 14,017

個体数合計（放流魚種を除く） 471 99 517 370 102 276 183 41 240 239 171 227 216 89 55 158 102 200 162 78 150 106 115 52 244 205 26 45 67 71 75 83 84 104 231 207 169 66 160 109 75 6,440

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と同時に確認された場合は種数に計上しない。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、［ ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。また、H23排砂量及び通砂による土砂変動量はシミュレーション値。マイナスは堆積を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

＊６：平成15年度連携排砂１週間後については、投網のみの採取調査であった。

＊７：平成23年度に確認されたｺｲ（ﾆｼｷｺﾞｲ）はｺｲと種としては同じであるため全体の確認種数からは除外した。

(約6万m3)

H19.6連携排砂 H20.6連携排砂 H23連携排砂通砂

(約51万m3)(約9万m3) (約28万m3)(約59万m3)

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂 H25連携排砂通砂H21連携排砂通砂 H22連携排砂通砂 H24連携排砂
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魚類　地点別魚種別捕獲数（下黒部橋）（3/3）

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成26年 平成27年 平成28年 捕獲数

No. 目 科 種名 05/30 09/11 11/11 05/28 09/10 11/11 05/26 09/09 11/09 05/26 09/06 11/07 05/30 09/07 11/02 05/29 09/04 11/07 05/26 09/03 11/05 05/28 09/02 11/02 05/26 09/07 11/02 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ｽﾅﾔﾂﾒ類 1 1 1

2 ｶﾜﾔﾂﾒ 2

3 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 3

ｺｲ(飼育品種) 1 1

4 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 4

5 ﾀｶﾊﾔ 5

6 ﾏﾙﾀ 6

7 ｳｸﾞｲ 8 9 1 27 21 53 23 31 4 6 152 2 17 10 17 10 12 4 11 26 12 15 16 15 4 5 511 7

ｳｸﾞｲ属の一種

8 ﾓﾂｺﾞ 8

9 ｽｺﾞﾓﾛｺ 9

10 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ 2 3 1 4 1 7 1 1 1 1 2 9 2 1 2 2 2 2 1 45 10

11 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ 1

12 ﾋﾒﾄﾞｼﾞｮｳ 3 2 1 2 1 4 13 12

13 ｴｿﾞﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ 13

14 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 314 41 59 35 70 7 2 228 75 1 496 35 1 106 31 1 150 8 10 27 6 19 4 1,726 14

15 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 15

16 ｻｹ 43 12 53 40 35 30 10 7 20 2 25 277 16

17 ﾆｼﾞﾏｽ 17

18 ｻｸﾗﾏｽ 2 2 18

ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 7 6 13 11 1 3 1 1 1 1 2 48

19 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 3 16 3 1 3 3 1 3 2 5 1 31 2 3 4 8 13 7 2 35 146 19

ﾒﾀﾞｶ類

20 ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ 20

21 ｻﾖﾘ 1 1 21

22 ﾄｹﾞｳｵ ﾄｹﾞｳｵ ｲﾄﾖ日本海型 22

23 ﾄﾐﾖ属淡水型 29 41 52 53 12 10 18 13 13 11 57 44 11 15 15 14 56 45 47 31 25 22 52 61 30 53 37 867 23

24 ｶｻｺﾞ ｺﾁ ｲﾈｺﾞﾁ 2 1 3 24

25 ﾏｺﾞﾁ 2 1 2 5 25

26 ｶｼﾞｶ ｶﾏｷﾘ 13 1 1 11 1 4 2 2 7 1 2 1 1 1 1 4 2 7 3 2 4 71 26

27 ｶｼﾞｶ 27

28 ｶｼﾞｶ中卵型 1 1 28

29 ｶﾝｷｮｳｶｼﾞｶ 2 3 1 3 2 11 29

ｶｼﾞｶ属 21 3

30 ｽｽﾞｷ ｼﾏｲｻｷ ｼﾏｲｻｷ 1 4 2 7 30

31 ｷｽ ｼﾛｷﾞｽ 1 1 31

32 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ 32

33 ﾒｼﾞﾅ ﾒｼﾞﾅ 33

34 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 1 8 3 4 3 19 34

35 ﾒﾅﾀﾞ 20 1 3 11 2 37 35

36 ﾈｽﾞｯﾎﾟ ﾈｽﾞﾐｺﾞﾁ 1 1 36

37 ﾊｾﾞ ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 4 6 2 1 4 4 9 13 4 2 4 10 1 7 6 2 1 1 3 84 37

38 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 2 4 1 19 3 1 3 3 7 9 17 4 1 9 4 10 12 15 1 11 2 23 2 163 38

39 ﾏﾊｾﾞ 2 1 1 1 3 1 9 39

40 ﾋﾅﾊｾﾞ 1 1 40

41 ﾋﾒﾊｾﾞ 1 1 41

42 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ 1 2 3 42

43 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 8 6 4 4 8 5 19 19 1 2 1 9 6 8 8 10 3 13 13 16 6 4 3 177 43

44 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 2 1 2 3 2 15 1 2 1 12 42 44

45 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 8 3 3 2 1 4 2 1 8 3 24 1 61 45

46 旧ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 12 3 3 7 4 11 4 7 4 15 5 1 11 1 1 89 46

47 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊｾﾞ 47

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類

48 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 12 4 2 3 5 1 2 4 4 2 3 1 2 3 1 3 2 1 1 1 57 48

49 ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 3 66 40 40 67 35 39 46 68 29 35 48 19 36 18 17 53 30 33 16 29 14 55 33 22 45 13 949 49

50 ｼﾏｳｷｺﾞﾘ 1 1 2 50

51 ｳｷｺﾞﾘ 7 4 1 5 1 6 4 4 3 1 1 1 4 2 2 1 3 2 1 53 51

ｳｷｺﾞﾘ類

52 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ 1 1 12 1 5 12 4 1 1 1 39 52

53 ｶﾚｲ ﾋﾗﾒ ﾋﾗﾒ 2 2 53

54 ｻｻｳｼﾉｼﾀ ｻｻｳｼﾉｼﾀ 54

55 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ 55

種類数合計 12 13 17 13 21 19 17 21 17 14 15 15 15 15 16 12 15 15 13 15 13 11 12 15 11 9 9 55

種類数合計（放流魚種を除く） 11 12 16 12 20 18 15 19 15 12 14 13 13 13 15 11 14 14 11 13 12 10 11 15 9 8 9 51

個体数合計（放流魚種を含む） 401 197 198 189 202 162 227 157 210 334 198 338 551 164 112 204 230 148 271 105 142 119 181 175 101 113 122 5,551

個体数合計（放流魚種を除く） 87 156 197 130 167 155 151 137 197 105 123 334 54 128 111 98 199 147 120 96 132 92 175 175 80 109 122 3,777

＊１：サクラマスはヤマメの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。また、「ウグイ類」は、「マルタ」・「ウグイ」と、「ヨシノボリ類」は、各ヨシノボリ類と、「カジカ属」はカジカ属魚類と同時に確認された場合は種数に計上しない。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、［ ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。また、H23排砂量及び通砂による土砂変動量はシミュレーション値。マイナスは堆積を示す。

＊４：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、及びｶｼﾞｶである。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わない。また、ﾆｼﾞﾏｽはつかみどりイベントの逸出個体のため、放流魚種として扱わない。

＊５：平成27年度に確認されたｺｲ（ﾆｼｷｺﾞｲ）はｺｲと種としては同じであるため全体の確認種数からは除外した。

＊６：秋季のサケ、大型のサクラマスは投網での採捕が困難であるが、目視では確認されているため、調査時において目視確認された個体は、確認種数・個体数の集計に計上した。

R1連携排砂

(約29万m3)
H29抑制策

(－m3)

平成29年 令和元年平成30年

(約9万m3)

令和３元年

R4抑制策

(－m3)

R2連携排砂

(約12万m3)

令和２年 令和４元年

(約19万m3)

H28連携排砂

(約30万m3)

R4連携排砂(中止)H30連携排砂

(約117万m3)(約32万m3)

R3連携排砂H27連携排砂 H29連携排砂(中止)H26連携排砂
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河川 底生動物（1/3）
(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 排砂 抑制策
・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

採　取

個体数

(個/0.5m
2
)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

種類別

採　取

個体数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

個体数

構成比
(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

連携排砂・通砂緊急排砂 緊急排砂 排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂

0

20

40

60

0

500

1,000

1,500

2,000

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

カゲロウ目 ハエ目 トビケラ目 カワゲラ目 その他昆虫 昆虫以外の動物

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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河川 底生動物（2/3）

連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂

(51) (24) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

採　取

個体数

(個/0.5m
2
)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

種類別

採　取

個体数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

個体数

構成比
(下黒部橋)

5月      9月11月 6月      9月11月 5月      9月11月 5月      9月11月 6月      9月11月 6月      9月11月 6月      9月11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

連携排砂

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂

0

20

40

60

0

500

1,000

1,500

2,000

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

カゲロウ目 ハエ目 トビケラ目 カワゲラ目 その他昆虫 昆虫以外の動物

0%

20%

40%

60%

80%

100%

3670 2582
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河川 底生動物（3/3）

連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策
(19) (30) (-) (-) (117) (29) (12) (9) (-) (-)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

採　取

個体数

(個/0.5m
2
)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

種類別

採　取

個体数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

個体数

構成比
(下黒部橋)

5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

連携排砂 連携排砂連携排砂

0

20

40

60

0

500

1,000

1,500

2,000

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

カゲロウ目 ハエ目 トビケラ目 カワゲラ目 その他昆虫 昆虫以外の動物

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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河川 付着藻類（1/3）
(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

試験的排砂 緊急排砂 排砂 抑制策
・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

(μg/cm2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

種類別

採　取

細胞数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比
(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月    9月 11月 6月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

連携排砂・通砂緊急排砂 緊急排砂 排砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂

0

20

40

60

0

5

10

15

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

珪藻類 藍藻類 緑藻類 黄色鞭毛藻類 紅藻類

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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河川 付着藻類（2/3）

連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂

(51) (24) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

(μg/cm2)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

種類別

採　取

細胞数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比
(下黒部橋)

5月    9月 11月 6月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 6月    9月 11月 6月    9月 11月 6月    9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

連携排砂

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）
※H23排砂量はシミュレーション値。

連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂

0

20

40

60

0

5

10

15

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

珪藻類 藍藻類 緑藻類 黄色鞭毛藻類 紅藻類

0%

20%

40%

60%

80%

100%

-37-



河川 付着藻類（3/3）

連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策
(19) (30) (-) (-) (117) (29) (12) (9) (-) (-)

地点別

採　取

種　数

(種)

地点別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

(μg/cm2)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

種類別

採　取

細胞数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比
(下黒部橋)

5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月 5月    9月 11月
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

連携排砂 連携排砂連携排砂

0

20

40

60

0

5

10

15

山彦橋 下黒部橋

0%

20%

40%

60%

80%

100%

珪藻類 藍藻類 緑藻類 黄色鞭毛藻類 紅藻類

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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海域　底生動物（代表４地点）（1/3）

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m
3
）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂
・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

種類別

個体数

構成比

(Ｃ点)

種類別

個体数
構成比
(Ａ点)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比
(生地鼻沖)

1    3    5 7 8 9   11 1    3    5 7 8 9   11   2 3     5 6 7 8 9   11 1    3       6 9月11月 6月     9月11月 6月     9月11月           5月     9月11月           5月     9月11月           5月     9月11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

                6 7 8 9   1112

0

20

40

60

0

100

200

300

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%
100%

0%
20%
40%
60%
80%
100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%20%40%60%80%100%ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門）

甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

332 327
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海域　底生動物（代表４地点）（2/3）

連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂
(51) (24) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

種類別

個体数

構成比

(Ｃ点)

種類別

個体数
構成比
(Ａ点)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比
(生地鼻沖)

  5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月             5月       9月11月             5月       9月11月             5月       9月11月

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m
3
）

※H23排砂量はシミュレーション値。
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Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖
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20%
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60%

80%

100%

0%

20%
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60%

80%

100%

70×
64

317×
509

0%20%40%60%80%100%ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門）

甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

314

64×

414

509
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海域　底生動物（代表４地点）（3/3）

連携排砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策
(19) (30) (-) (-) (117) (29) (12) (9) (-) (-)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

種類別

個体数

構成比

(Ｃ点)

種類別

個体数
構成比
(Ａ点)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比
(生地鼻沖)

  5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月   9月   5月   9月

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m
3
）
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

0%
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0%20%40%60%80%100%ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門）

甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

305
387 401 359 418
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海域　底生動物（その他４地点）（1/3）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂
・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

種類別

個体数

構成比
(荒俣魚礁)

種類別

個体数

構成比
(地引網漁場)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

(赤川沖)
          　6月     9月11月           5月     9月11月           5月     9月11月           5月     9月11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m
3
）
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荒俣魚礁 地引網漁場 横山沖 赤川沖
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100%
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80%
100%

平成7年～平成12年：調査対象外

0%20%40%60%80%100%
ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他

-42-



海域　底生動物（その他４地点）（2/3）

連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂
(51) (24) (12) (35) (37) (16) (39) (44) (18) (32)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
   ＊  1,196    2,127 ＊ 　  398    303   2,204 ＊

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

種類別

個体数

構成比
(荒俣魚礁)

種類別

個体数

構成比
(地引網漁場)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

(赤川沖)
5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月 5月 9月11月             5月       9月11月             5月       9月11月             5月       9月11月

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m
3
）

※H23排砂量はシミュレーション値。
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20%
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100%

65

0%20%40%60%80%100%
ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他

495  356
＊668
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海域　底生動物（その他４地点）（3/3）

連携排砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策 連携排砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂(中止) 抑制策
(19) (30) (-)  (-) (117) (29) (12) (9) (-) (-)

地点別

採　取

種　数

(種)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年
   1,159 ＊ 522＊＊522

地点別

採　取

個体数

(個体/0.1m2)

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

種類別

個体数

構成比
(荒俣魚礁)

種類別

個体数

構成比
(地引網漁場)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

(赤川沖)
  5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月 9月11月   5月      9月   5月   9月             5月       9月11月             5月       9月11月

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 平成35年 平成36年

( )内数値は、出し平ダム排砂量（約万m
3
）
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0%20%40%60%80%100%
ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他

2,316* 503 437
*1,184

443

□

61
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河川水質のSS・BOD・COD観測最大値比較表　１/２
ＳＳ（mg/L） ＢＯＤ（mg/L） ＣＯＤ（mg/L）

宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下

（山彦橋） （山彦橋） （山彦橋）

103,500 29,400 26,000 27  24  25  229  250  

(18,000) (4,200) (7,500) (5) (3) (3) (55) (45)

56,800 9,470 6,770 3.8 4.9 7.6 72  132  

(10,000) (2,400) (2,900) (1) (2) (1) (14) (21)

93,200 28,900 4,330 9.4 2.9 2.8 232  42  52  

(10,000) (4,200) (2,200) (1) (1) (1) (22) (20) (17)

44,700 9,400 6,750 8.1 4.2 5.9 260  120  100  

(12,000) (3,200) (2,800) (2) (2) (2) (35) (28) (22)

161,000 52,100 25,700 9.1 3.0 11  902  200  320  

(36,000) (9,300) (8,200) (3) (2) (2) (96) (52) (55)

90,000 2,500 1,500 5.8 2.6 1.1 230  36  22  

(15,000) (940) (820) (2) (1) (1) (33) (11) (10)

29,000 3,700 2,200 2.9 2.5 1.9 31  64  44  

(6,700) (1,300) (950) (1) (1) (1) (11) (18) (14)

22,000 5,400 3,800 2,800 5.6 5.4 5.5 5.5 360  160  110  94  

(4,500) (1,300) (1,100) (910) (2) (2) (2) (2) (38) (35) (21) (19)

69,000 17,000 16,000 10,000 39  17  18  15  900  550  370  300  

(7,100) (3,100) (3,200) (2,800) (3) (3) (4) (4) (80) (109) (75) (78)

42,000 6,800 14,000 11,000 6.0 7.7 7.1 5.0 480  410  450  370  

(10,000) (3,000) (5,400) (4,200) (3) (3) (3) (2) (140) (160) (180) (130)

16,000 17,000 35,000 21,000 3.6 14  16  19  150  740  860  980  

(7,300) (4,300) (7,700) (6,600) (2) (3) (3) (3) (74) (190) (150) (190)

47,000 65,000 53,000 32,000 5.8 22   30   23   390   510   580   480   

(17,000) (14,000) (13,000) (10,000) (3) (4) (5) (4) (130) (140) (110) (120)

90,000 29,000 40,000 18,000 30   5.2 6.3 4.4 700   170   380   160   

(16,000) (10,000) (9,900) (7,700) (4) (2) (2) (2) (120) (41) (66) (48)

40,000 21,000 16,000 10,000 4.5 5.2 5.5 5.2 250   140   120   140   

(7,300) (6,300) (4,000) (3,900) (1) (2) (2) (2) (39) (26) (23) (27)

27,000 22,000 24,000 14,000 7.2 20   19   20   130   340   320   380   

(6,500) (7,400) (7,900) (5,000) (3) (5) (5) (5) (34) (100) (78) (95)

12,000 10,000 9,900 6,000 3.3 5.8 5.9 7.2 56   210   190   170   

(2,500) (3,300) (2,700) (2,100) (1) (1) (2) (2) (12) (49) (46) (51)

27,000 16,000 17,000 9,100 8.9 8.0 8.0 13   280   290   240   310   

(5,200) (3,800) (4,000) (3,100) (2) (3) (3) (3) (43) (70) (60) (69)

7,400 5,900 6,000 5,800 2.3 4.5 5.1 4.1 68   92   100   100   

(1,800) (2,000) (2,100) (1,800) (1) (2) (2) (2) (9) (22) (21) (22)

25,000 37,000 37,000 29,000 7.0 18   15   13   200   360   330   300   

(3,500) (11,000) (11,000) (9,400) (1) (5) (5) (5) (25) (110) (100) (98)

62,000 22,000 22,000 18,000 9.4 12   14   12   330   460   530   320   

(9,500) (6,000) (5,600) (5,200) (3) (4) (4) (4) (56) (140) (140) (120)

50,000 30,000 10,000 33,000 11   12   7.6 19   330   360   210   540   

(8,500) (11,000) (5,900) (10,000) (2) (6) (5) (9) (59) (190) (130) (210)

17,000 13,000 6,500 8,900 4.9 8.5 3.9 6.9 100   280   110   260   

(3,700) (3,200) (2,200) (2,700) (1) (2) (2) (2) (18) (61) (42) (67)

52,000 14,000 10,000 10,000 6.7 16   16   12   270   400   460   350   

(6,600) (4,700) (3,500) (3,800) (2) (5) (5) (5) (49) (130) (140) (120)

6,000 4,300 4,100 3,600 3.8 3.3 3.2 3.9 56   87   94   130   

(1,600) (1,900) (1,600) (1,600) (1) (2) (2) (2) (15) (40) (37) (48)

47,000 51,000 14,000 22,000 23   38   22   24   200   400   240   300   

(7,200) (17,000) (7,800) (9,100) (3) (10) (11) (11) (38) (140) (130) (150)

30,000 59,000 40,000 21,000 13   27   35   24   120   410   380   330   

(4,900) (15,000) (10,000) (7,500) (3) (8) (11) (11) (30) (110) (130) (150)

84,000 52,000 23,000 14,000 21   18   15   16   490   420   350   350   

(10,000) (13,000) (9,000) (5,000) (3) (6) (5) (5) (57) (110) (110) (110)

25,000 23,000 14,000 15,000 3.5 4.3 4.5 5.5 130   140   140   150   

(6,700) (9,500) (6,700) (6,400) (1) (2) (2) (3) (28) (83) (80) (84)

177,000 50,000 17,000 15,000 59   33   20   17   1,200   840   500   480   

(12,000) (15,000) (7,100) (7,200) (5) (7) (5) (5) (98) (190) (150) (190)

20   

58   

13   

100   

1,700

30,000

720

1,000

－

6.0

2.01,000

120

850

－

2,800

480

1,500

H17.6連携排砂 (H17.6.27～30) 51万m3

35万m3

16万m3

(H18.7.1～3)

H18.7
連携試験通砂

570

9,400

2,50016万m3

(H23.6.23～24)

44万m3

280

－

9,200

960

1,200

－

3,100

5,100

－

－

6,200

(H21.7.18～19) 2万m3

H25.8連携通砂

H24.6連携排砂 (H24.6.19～21)

H25.6連携排砂

37万m3

愛　本

15,000

－

－

12,000

－

－

90

－

－

－

80

6,090

－

－

－

1,800

5,260

－

14,000

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2.5

1.6

－

3.11.4

0.50.6

1.0

－

1.3

－

－

－

－

1.7

0.8 0.7

1.4

15   

黒　薙

0.9

猫　又

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

0.9

－

－

－

1.2

出し平ﾀﾞﾑ直下

－

－

－

－

0.6

2.0

－

50   

4.8

160   

500   

120   

6.2 21   

18万m3

12,000

7,100

280

650

10,000

5.0

5.4

1,900

3,800

8.3

8.8

0.5

－

－

1,020

6.4

2,800

2,600

31,000

H22.7
連携試験通砂

(H22.7.12～13) 5万m3

(H25.8.23～25)

(H25.6.19～21)

H23.6連携通砂 (H23.6.24～26)

H23.6連携排砂 940

5,700

39万m3

180

3.42.3

100

5,100

82   

4.4<0.51.1

1.3

30.0

H10.6排砂

(H13.6.30～7.2)

(H10.7.10)

70万m3

(H8.6.27～7.1) 80万m3

－

46万m3

(H10.6.28～30) 34万m3

－

28万m3

9万m3

(H16.7.18～19)

－

H15.6連携排砂

H16.7連携排砂

(H15.6.28～30)

H16.7連携通砂

(H16.7.16～18)

H16.7出水 (H16.7.18)

(H13.6.19～21)

H21.7連携排砂 (H21.7.9～10)

H22.6連携排砂 (H22.6.27～28)

H21.7連携通砂

74   

6.0

54   

730   

0.5

2.8

3.1

0.6

4.5

調　査　時　期
出し平
ダ　ム
排砂量

(H7.7.12～17) －－H7.7大出水

H7.10緊急排砂 －(H7.10.27～31)

－

172万m3

H11.9排砂 (H11.9.15～17)

－

－

－

H14.7連携排砂

H13.6連携通砂

H14.7出水

－

H13.6連携排砂

H10.7出水

59万m3

－

(H14.7.13～15) 6万m3

－(H14.7.10～11)

H8.6緊急排砂

H9.7緊急排砂 (H9.7.9～13)

－

H18.7
第２回連携通砂

H20.6連携排砂

－

H19.6連携排砂

(H20.6.29～7.2)

H18.7
第１回連携通砂

(H18.7.17～19)

(H18.7.23～25)

H17.6連携通砂 (H17.6.30～7.5)

H18.7連携排砂

H17.7連携通砂 (H17.7.12～14)

(H18.7.13～15)

(H19.6.29～7.2) 12万m3

24万m3

－

－

下黒部橋 愛　本 下黒部橋

－

45   

280   

21   

8.5

21   

100   

320   

170   

5.8

3.81,400

7.0

黒　薙

－

下黒部橋

－44  

愛　本

－

32  －

出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙

－

猫　又

－

－

－

－－

－

－

－

－

－

1.1

－

猫　又

－

－

出し平ﾀﾞﾑ直下

－

220－

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－

－

－

0.9

－

－

－

－

－

3,700

190

－

－

2.0

1.1

－

5.1

－

－

－

30  

520  

8.2

－

－

7.8

8.09.4

0.7

9.0

14   

－

－

9.1

－

－

1.1

3.7

－ 680  

－

580  330  

35  

－ －

－

－－

－

－

3.4

－

18   

9.0

15   

1.2 23   

14   

8.8
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河川水質のSS・BOD・COD観測最大値比較表　２/２
ＳＳ（mg/L） ＢＯＤ（mg/L） ＣＯＤ（mg/L）

宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下

（山彦橋） （山彦橋） （山彦橋）

45,000 77,000 22,000 19,000 4.0 7.8 5.6 4.9 260   620   470   330   

(7,300) (15,000) (6,900) (7,300) (1) (3) (4) (3) (29) (150) (130) (110)

16,000 26,000 10,000 6,600 3.6 4.6 2.8 1.8 190   240   160   150   

(4,500) (8,800) (5,000) (3,400) (1) (2) (1) (1) (50) (83) (74) (79)

48,000 42,000 24,000 18,000 25   5.9 3.6 3.1 550   550   340   300   

(13,000) (19,000) (12,000) (9,800) (7) (2) (2) (2) (170) (220) (170) (170)

6,100 5,000 5,700 3,900 6.9 8.4 10 14 53   64   77   100   

(2,200) (2,800) (2,700) (2,300) (1.7) (4.1) (3.6) (5.5) (16) (30) (29) (43)

1,660 925 504 218 0.9 0.6 0.5 <0.5 17   7.8 6.3 4.6

(650) (380) (230) (110) (0.6) (0.5) (0.5) (<0.5) (7.3) (4.0) (3.6) (3.1)

130,000 49,000 12,000 26,000 8.5 16 8.1 15 200   690   300   600   

(21,000) (18,000) (5,200) (11,000) (1.7) (5.7) (2.5) (4.4) (39) (230) (100) (190)

15,000 17,000 4,000 7,100 2.0 2.1 0.9 1.4 31   50   31   51   

(3,800) (6,200) (1,600) (4,200) (0.8) (1.4) (0.7) (1.1) (11) (30) (19) (31)

22,000 28,000 16,000 9,100 8.8 8.2 7.5 5.0 280   390   270   210   

(5,600) (15,000) (7,400) (5,800) (1.9) (3.9) (2.8) (2.5) (43) (150) (120) (110)

15,000 19,000 7,000 7,200 3.2 3.5 3.5 3.2 67   120   180   96   

(4,300) (8,900) (4,100) (3,600) (1.1) (2.0) (1.6) (1.5) (23) (56) (72) (54)

3,600 5,300 4,500 2,100 1.3 4.1 0.8 37   95   17   

(1,400) (1,300) (1,000) (1,300) (1.2) (0.8) (0.6) (20) (14) (12)

21,000 37,000 22,000 11,000 6.7 8.3 4.8 200   320   180   

(4,600) (12,000) (8,900) (4,600) (2.0) (3.7) (2.6) (50) (100) (91)

15,000 12,000 8,400 4,200 1.2 3.4 1.4 24   66   64   

(4,500) (4,900) (4,100) (2,400) (0.7) (1.4) (1.1) (12) (33) (28)

15,000 15,000 8,000 4,700 6.8 7.4 2.8 130   210   120   

(2,400) (6,400) (3,700) (2,500) (1.2) (2.8) (2.0) (18) (67) (48)

390 12,000 4,900 4,900 0.5 21 7.3 4.6   720   340   

(370) (5,800) (3,500) (3,600) (0.5) (10) (6.4) (3.8) (280) (250)

950 630 400 340 0.7 0.7 0.6 11   14   10   

(480) (430) (290) (240) (0.5) (0.6) (0.5) (6.1) (9.2) (7.7)

注）① H7.7大出水時の測定値は、期間中に１回測定したときの値 　　② ( )内の数値は、排砂ゲート開操作開始から全閉までのゲート開期間中の観測値の平均値

　　③ R4年については、以下の期間の観測値を対象としている。（猫又及び黒薙地点＝全観測値を対象、それ以外の地点＝排砂ゲート開期間中の観測値を対象）

猫　又 出し平ダム直下 黒　薙 宇奈月ダム直下 愛　本 下 黒 部 橋 備　　考

8/21 08:15 8/21 08:37 8/21 08:00 8/20 22:00 8/20 22:00 8/20 22:00 　　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（8/21 1:00）　～　排砂ゲート全閉（8/21 9:47）

～8/21 10:00 ～8/21 22:00 ～8/21 10:00 ～8/21 23:00 ～8/22 00:00 ～8/22 01:00 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（8/21 5:10）　～　排砂ゲート全閉（8/21 8:33）

9/01 08:00 9/01 09:00 9/01 08:00 9/01 06:00 9/01 06:00 9/01 06:00 　　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（9/1 14:00）　～　排砂ゲート全閉（9/1 22:00）

～9/01 23:00 ～9/01 23:00 ～9/01 23:00 ～9/02 00:00 ～9/02 01:00 ～9/02 02:00 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（9/1 14:50）　～　排砂ゲート全閉（9/1 22:50）

　　④ 網掛け部は、排砂の影響を受けない出水及び地点

　　⑤ H18年,H21年,H22年は、排砂後及び通砂後に出し平ダム湛水池内の測量が実施できたことから、排砂後から通砂後までにおける出し平ダム湛水池内での土砂変動量がそれぞれ把握されている。上表の「出し平ダム排砂量」欄にはこれらの値を記載している。

　　　なお、H23排砂量による土砂変動量は、シミュレーション値を示す。

R3.7連携排砂 (R3.7.5～7) 9m3 540 850 0.9 － － 15   － －

R4.8連携排砂
（中止）

(R4.8.20～21) －m3 370 270 0.5 － － 4.8   － －

R4.9抑制策 (R4.9.1～2) －m3 3,500 220 1.2 － － 54   － －

調　査　時　期
出し平
ダ　ム
排砂量

猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋 猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋 猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋

H29.7連携排砂
（中止）

(H29.7.1～8) －m3 4,900 5,500 7.3 9.8 55   78   

H29.9抑制策 (H29.9.1) －m3 126 48 <0.5 <0.5 2.2 0.7

2.1 0.6 40   12   

6.5

－

－

17   

280 2.6 <0.5 38   

530

4.3

3.1

1,400

R4.8連携排砂
(中止)

(H26.7.14～15)H26.7連携排砂 32万m3 <0.5

<0.5<0.5

<0.5140

430

110

117m3

－

－ 210

1,400

R2.6連携排砂
（中止）

(R2.6.14～15) 2,300 1,800

R2.7連携通砂 (R2.7.28～30) 200

670

2,400

430

<0.5

1.6

<0.5

35   

<0.5 31   8.5

－ 55   －

－ 4.6   －

H30.7連携排砂
（2回目）

(H30.7.5～7)

H27.7連携排砂 (H27.7.1～2)

H30.6連携排砂
（1回目）

(H30.6.27～29)

H28.6連携排砂 (H28.6.25～26) 30万m3

19万m3

4.1

R1.6連携排砂 (R1.6.16～18) 29m3 430 730 0.6 0.8 11   16   

R1.6連携通砂 (R1.6.30～7.2) － 1,200 580 1.6 0.5 6.1

－

－

R4.9抑制策

R2.6連携排砂 (R2.6.26～28) 12m3 480 640 0.5 － － 9.1   － －
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河川水質のDO観測最小値、全窒素・全りん観測最大値比較表 　１/２
ＤＯ（mg/L）［観測最小値］ 全窒素（Ｔ－Ｎ）（mg/L）［観測最大値］ 全りん（Ｔ－Ｐ）（mg/L）［観測最大値］

宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下

（山彦橋） （山彦橋） （山彦橋）

11.3 10.5

(109%) (116%)

8.8 9.7 8.9

(83%) (89%) (85%)

10.7 10.3 9.8

(99%) (96%) (97%)

9.8 9.2 9.3

(95%) (91%) (95%)

8.2 7.0 7.3

(79%) (69%) (74%)

10.5 9.5

(106%) (99%)

6.0 5.8 6.5

(62%) (59%) (68%)

7.2 11.4 10.2

(65%) (103%) (94%)

11.1 10.6 9.6

(103%) (107%) (99%)

10.1 10.1 9.6 9.8

(97%) (101%) (98%) (101%)

9.5 10.5 9.4 9.5

(93%) (105%) (95%) (96%)

11.8 11.3 8.9 9.6

(106%) (105%) (82%) (90%)

9.3 10.2 8.3 9.8

(89%) (104%) (86%) (101%)

10.8 11.2 10.4 10.3

(103%) (107%) (100%) (103%)

10.6 11.2 8.9 9.6

(100%) (111%) (90%) (97%)

11.1 10.4 8.7 11.1 8.9 9.4

(98%) (94%) (82%) (104%) (85%) (92%)

10.7 11.3 10.8 10.9 9.7 10.1

(97%) (104%) (100%) (104%) (97%) (99%)

10.8 11.3 10.5 10.9 10.0 9.8

(101%) (110%) (101%) (106%) (100%) (100%)

11.0 9.4 10.9 11.2 10.8 9.9

(97%) (84%) (105%) (104%) (97%) (98%)

10.8 11.4 10.8 10.9 10.1 9.8

(100%) (107%) (103%) (107%) (97%) (99%)

10.2 11.5 10.6 11.3 10.4 10.2

(92%) (106%) (100%) (106%) (101%) (100%)

10.6 10.6 10.4 11.0 10.3 10.2

(100%) (101%) (100%) (105%) (100%) (100%)

10.6 11.2 10.2 11.6 10.2 9.8

(100%) (104%) (100%) (108%) (95%) (95%)

10.8 11.0 10.0 8.2 8.0 8.0

(94%) (104%) (91%) (75%) (76%) (79%)

9.9 10.3 10.0 7.0 9.0 10.0

(96%) (99%) (101%) (71%) (92%) (101%)

10.1 10.0 9.9 10.1 9.5 9.1

(97%) (100%) (98%) (101%) (95%) (92%)

11.2 10.6 9.5 10.5 10.0 9.9

(100%) (98%) (90%) (100%) (95%) (97%)

10.7 10.5 10.4 10.8 10.5 10.4

(100%) (99%) (99%) (101%) (100%) (99%)

10.7 11.6 11.1 10.0 10.1 10.2

(98%) (105%) (101%) (93%) (100%) (98%)

10.8 11.6 11.3 10.8 10.2 10.4

(100%) (107%) (104%) (101%) (100%) (100%)

11.1 10.4 11.1 10.6 10.7 10.4

(104%) (95%) (103%) (96%) (100%) (97%)

11.2 11.4 11.2 11.3 10.7 10.5

(102%) (101%) (104%) (101%) (101%) (102%)

10.2 9.8 9.8 9.7 9.5 9.1

(101%) (99%) (104%) (99%) (100%) (100%)

19.9    

7.50  

H18.7
第２回連携通砂

3.0  

0.980

6.0  

4.44  

0.47

7.11  

－

29    

9.1

5.10  6.47  

22     

4.46  

－

6.5  

12    

0.52

19    

3.4  

12    

2.80  

2.20  

10.1    

15    

17    

1.4  

－

10    

3.7

0.704

13    8.5

0.70

7.0

10     

39    

0.106

3.2  

18     

25     

4.2

17     7.9

5.8

12.0    14.0    

9.80  9.90  

14    

3.2

0.33

11.0    

24    1.6  0.61

1.17  

1.07  

2.46  

29     

14.0    

1.38  

44     

2.42  

0.161

19     0.88  9.36  33     0.071 17.8    13.3    

6.60  

17.0    

8.32  

15.5    

0.42

2.3  

0.73

2.50  

7.00  

9.52  

－

2.53  

－

出し平ﾀﾞﾑ直下

－

－－

－

－

－

－

2.7

6.0

猫　又

－

－

9.60  30     2.00  

10.4    

8.0  

2.1  

－

－

6.70  

9.92  11    

5.8 14.0    25    

－

1.80  

－

－－

8.25  

57     26     

14     

H16.7連携通砂

(H20.6.29～7.2)

(H18.7.17～19)

(H18.7.23～25)

(H19.6.29～7.2)

6万m3

59万m3

70万m3

－(H17.6.30～7.5)

(H14.7.13～15)

(H13.6.30～7.2)

調　査　時　期

18    

2.45  

－

8.80  

0.17  

－

－

5.80  

出し平
ダ　ム
排砂量

－

－

黒　薙

37    

－

出し平ﾀﾞﾑ直下

－

愛　本出し平ﾀﾞﾑ直下

－

－

－

(H10.7.10)

(H8.6.27～7.1)

(H9.7.9～13)

－

H9.7緊急排砂

H10.6排砂

(H7.7.12～17) －

－

－

－

猫　又愛　本

1.2

－

2.8

－

2.2

黒　薙

－

20    

－

－

－

－－

－

－

4.1

－

－

－

－

下黒部橋

－

2.5

－

－

－

－

下黒部橋 猫　又

－

－－

12    

1.4

3.00  

3.40  

1.80  

6.40  

11.0    

黒　薙 愛　本

1.20  －

0.18  0.18  0.100

1.20  2.60  

0.916

0.990

18.0    38    18.0    

6.00  6.40  

－

－

－

2.21  

6.10  

－0.663

－

－

－

2.05  

下黒部橋

－－

33.0    

－

8.6

22    

－

－

－

－

19    

2.17  

－

－

1.20  

2.91  

0.906

－

0.621 －

2.11  

0.700

2.90  2.60  

9.80  

8.90  0.380 7.20  1.62  9.00  

4.50  

8.50  

4.05  1.79  

7.4 0.350

0.446

6.90  

10.0    

8.10  

0.560

25    

11.5    

35.0    10.0    

6.40  

0.785

3.80  

0.620

17.0    

6.4

－

3.0

－ －

－

0.37 0.83

－

0.75

－

－－

－

－

11    

1.8

－

－

－

－

－

－

－

－

－－

－

9万m3

23    

－

11    

19    19    

1.7

－

－ 1.7

17    17    －

5.1

35    

6.6

17    

－ 2.72.4

1.9

1.1

－

6.66  

6.7

19    

－

－

－

0.54

－

－

0.69

1.8  

2.3  0.530 5.61  

6.45  31     

16     

6.05  

1.2  

19     

3.77  6.2

－

10.0    

42    8.7

25    

－

6.6 1.50  

4.7

13    

－

9.20  

5.80  

12.0    

1.12   

1.70  

7.1

0.180

26     

5.50  

0.112

15.0    

12     

6.2

16     

3.0

29     

37     

27     

1.19  62     

0.190

23     

1.96  

(H16.7.16～18)

－

28万m3

H16.7出水

H13.6連携通砂

－

2.60  

9.20  

2.30  

9.00  

9.70  4.70  

8.40  

8.30  

1.73  0.4324.0

1.07  

4.30  －

13.0    

18.0    

－

0.560

37    

35    

23    22    

－

20    

5万m3

31.0    

H10.7出水

(H11.9.15～17)

80万m3

172万m3

34万m3

11.2    

18     11    

2.7

H21.7連携排砂 (H21.7.9～10)

H21.7連携通砂

H22.6連携排砂

37万m3

(H15.6.28～30)

H14.7連携排砂

－

H13.6連携排砂

－－

H18.7
連携試験通砂

－

H18.7連携排砂

51万m3H17.6連携排砂

H17.7連携通砂

(H18.7.13～15)

(H16.7.18～19)

H17.6連携通砂

H16.7連携排砂

(H16.7.18)

H23.6連携通砂 (H23.6.24～26)

6.7

12万m3

1.1  

0.56

1.3  

－

H20.6連携排砂

(H22.6.27～28) 16万m3

35万m3

2万m3

－

(H7.10.27～31)

46万m3

H7.10緊急排砂

H8.6緊急排砂

H11.9排砂

H14.7出水

(H13.6.19～21)

H7.7大出水

H25.8連携通砂

H22.7
連携試験通砂

(H22.7.12～13)

－

H25.6連携排砂 (H25.6.19～21) 18万m3

H24.6連携排砂 (H24.6.19～21)

(H23.6.23～24) 39万m3

44万m3

H23.6連携排砂

(H17.6.27～30)

H19.6連携排砂

(H10.6.28～30)

－

－

－

(H14.7.10～11)

17    

16万m3

－

5.6

29    12    

26    

H15.6連携排砂

(H17.7.12～14)

－

(H18.7.1～3) 24万m3

16.1    

7.03.3 －

－

0.96  

23     

34     

2.1

5.0  13     

85    9.8  

(H21.7.18～19)

43     13.5    

6.89  7.34  

3.24  

2.55  12     4.94  

28.7    

14     7.28  1.5  

19.2    12.7    30     47     19.8    (H25.8.23～25) －

H18.7
第１回連携通砂

0.53
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河川水質のDO観測最小値、全窒素・全りん観測最大値比較表 　２/２
ＤＯ（mg/L）［観測最小値］ 全窒素（Ｔ－Ｎ）（mg/L）［観測最大値］ 全りん（Ｔ－Ｐ）（mg/L）［観測最大値］

宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下 宇奈月ﾀﾞﾑ直下

（山彦橋） （山彦橋） （山彦橋）

10.6 10.7 10.5 10.3 10.4 10.1

(97%) (99%) (101%) (97%) (100%) (100%)

10.9 11.0 10.5 10.4 10.1 9.7

(101%) (104%) (103%) (101%) (100%) (101%)

9.8 10.0 10.5 9.4 9.9 9.7

(99%) (97%) (101%) (93%) (99%) (98%)

11.0 10.8 10.8 11.7 10.3 10.0

(102%) (100%) (102%) (111%) (102%) (105%)

9.5 10.0 8.9 10.0 9.2 9.5

(101%) (101%) (90.7) (103%) (96.0) (99.6)

11.0 10.9 10.8 10.9 9.7 9.6

(97.4%) (98.1%) (99.3%) (98.8%) (90.6%) (91.1%)

11.0 11.3 11.0 11.6 10.2 10.7

(98.3%) (102%) (100%) (106%) (96.8%) (102%)

11.1 11.4 11.4 11.3 10.8 11.2

(95.4%) (101%) (99.3%) (100%) (98.8%) (102%)

10.3 11.0 10.7 10.8 10.5 10.4

(96.6%) (102%) (105%) (100%) (100%) (105%)

10.8 11.0 11.5 11.4 10.1 10.4

(99.7%) (101%) (106%) (103%) (101%) (100%)

10.6 10.4 10.9 10.5 10.3 9.9

(99.3%) (98.7%) (106%) (100%) (101%) (101%)

10.2 10.5 10.9 10.3 10.8 9.9

(100%) (101%) (106%) (99.2%) (107%) (101%)

10.5 11.0 10.8 10.4 10.1 9.8

(98.3%) (103%) (100%) (96.5%) (95.8%) (96.1%)

10.2 11.0 10.0 10.0 10.0 9.4

(98.3%) (110%) (99.0%) (99.6%) (103%) (99.5%)

10.1 10.8 9.6 10.3 9.8 9.0

(95.6%) (108%) (95.2%) (107%) (104%) (97.4%)

注）① H7.7大出水時の測定値は、期間中に１回測定したときの値 　　② DOの( )内の数値は、DO観測最小時におけるDO飽和率 　　③ T-N,T-PのH7.10､H8.6及びH9.7緊急排砂期間中の測定値は、期間中のSS測定値の最大時

　　③ R4年については、以下の期間の観測値を対象としている。（猫又及び黒薙地点＝全観測値を対象、それ以外の地点＝排砂ゲート開期間中の観測値を対象）

猫　又 出し平ダム直下 黒　薙 宇奈月ダム直下 愛　本 下 黒 部 橋 備　　考

8/21 08:15 8/21 08:37 8/21 08:00 8/20 22:00 8/20 22:00 8/20 22:00 　　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（8/21 1:00）　～　排砂ゲート全閉（8/21 9:47）

～8/21 10:00 ～8/21 22:00 ～8/21 10:00 ～8/21 23:00 ～8/22 00:00 ～8/22 01:00 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（8/21 5:10）　～　排砂ゲート全閉（8/21 8:33）

9/01 08:00 9/01 09:00 9/01 08:00 9/01 06:00 9/01 06:00 9/01 06:00 　　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（9/1 14:00）　～　排砂ゲート全閉（9/1 22:00）

～9/01 23:00 ～9/01 23:00 ～9/01 23:00 ～9/02 00:00 ～9/02 01:00 ～9/02 02:00 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（9/1 14:50）　～　排砂ゲート全閉（9/1 22:50）

　　⑤ 網掛け部は、排砂の影響を受けない出水及び地点

　　⑥ H18年,H21年,H22年は、排砂後及び通砂後に出し平ダム湛水池内の測量が実施できたことから、排砂後から通砂後までにおける出し平ダム湛水池内での土砂変動量がそれぞれ把握されている。上表の「出し平ダム排砂量」欄にはこれらの値を記載している。

　　　なお、H23排砂量による土砂変動量は、シミュレーション値を示す。

　　⑦ H21年の排砂時における黒薙、宇奈月ダム直下、愛本、下黒部橋のDO及びDO飽和率は、DOメーター値並びにDOメーター値及び水温から求めた飽和率を記載している。

　　⑧ R3年以降の排砂時における猫又、出平ダム直下のDO及びDO飽和率は、DOメーター値並びにDOメーター値及び水温から求めた飽和率を記載している。

R3.7連携排砂 (R3.7.5～7) 9m3 0.96  11    － 10 － － 0.689 6.64 － 2.13  － －

R4.8連携排砂
（中止）

(R4.8.20～21) －m3 0.56  1.3    － 24 － － 0.140 0.404 － 3.62  － －

－R4.9抑制策 (R4.9.1～2) －m3 2.3  0.93    － 1.3 － － 1.83 0.627 － 0.446  －

0.57  8.2 － 12 － － 0.225 4.07 － 8.68  － －

R4.8連携排砂
(中止)

調　査　時　期
出し平
ダ　ム
排砂量

猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋 猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋 猫　又 出し平ﾀﾞﾑ直下 黒　薙 愛　本 下黒部橋

H29.7連携排砂
（中止）

(H29.7.1～8) 1.7  1.9 5.9  4.4 5.0 3.6 0.722 1.09  2.10  1.67  1.84  1.40  

H29.9抑制策 (H29.9.1) －m3 0.22 1.1 0.38 0.72 0.60 0.57 0.017 0.733 0.017 0.352 0.284 0.265

H26.7連携排砂

H30.6連携排砂
（1回目）

(H30.6.27～29) 3.3  7.1 1.8  15 12 14 0.580 4.28  0.196

R4.9抑制策

(H26.7.14～15) 32万m3

H27.7連携排砂 (H27.7.1～2)

H30.7連携排砂
（2回目）

(H30.7.5～7) 3.6  4.3 0.97 4.0 3.7 5.2 0.590 0.880

19万m3

16     

8.1(H28.6.25～26)

1.08  

7.89  

8.68  5.32  4.51  

0.37

0.230 5.12  0.050 3.30  3.00  3.17  

1.47  

2.3  

9.77  7.30  5.66  

16    0.89

10.1    

－

R1.6連携排砂 (R1.6.16～18) 29m3 0.92  7.1 3.4  11 16 8.7 0.531 1.69 0.364 3.22  3.69  

1.39  

12     10     0.117 5.72  0.041 9.60  

117m3

0.832 11.2    0.160

－m3

－

3.7 5.7 － － 1.51 3.30  － －

R2.6連携排砂
（中止）

(R2.6.14～15) 5.4  － 2.00 －

R2.7連携通砂 (R2.7.28～30) 0.49  － 0.103 －

4.2 8.5 － － 2.27－

－

1.72  

R2.6連携排砂 (R2.6.26～28) 12m3

3.68  

30万m3

3.21  

16     9.5

0.64 10    0.50 6.6 5.8 5.2

6.3 0.39

R1.6連携通砂 (R1.6.30～7.2) － 4.2  6.1 1.9 8.2 8.1 8.1 1.58 2.20 0.330 3.62  3.19  

0.100

H28.6連携排砂
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海域水質のSS・COD・DO観測値比較表　１/２

9.5 8.7 9.0 8.6

(104%) (105%) (104%) (108%)

7.0 7.2 7.3 7.5

(97%) (101%) (102%) (99%)

8.7 8.2 9.2 8.6

(107%) (110%) (105%) (114%)

＊ 8.0 ＊ 7.1 ＊ 7.4 ＊ 7.2

(100%) (101%) (98%) (98%)

7.9 7.6 7.6 7.6

(99%) (103%) (102%) (104%)

8.4 9.2 9.1 9.0

(108%) (123%) (113%) (121%)

6.7 6.6 6.9 7.3

(93%) (99%) (102%) (101%)

8.6 7.7 8.4 8.1

(102%) (102%) (106%) (109%)

8.3 7.0 7.7 7.6

(105%) (98%) (105%) (102%)

8.2 7.8 7.8 7.6

(105%) (111%) (105%) (106%)

＊ 8.2 ＊ 7.7 ＊ 8.4 ＊ 8.2

(99%) (105%) (111%) (114%)

8.4 7.6 7.7 7.8

(117%) (115%) (105%) (114%)

7.4 7.5 7.9 7.8

(90%) (112%) (115%) (115%)

8.9 7.1 8.0 8.2

(98%) (102%) (116%) (114%)

7.5 7.5 8.5 11.6

(101%) (105%) (104%) (158%)

8.3 8.2 8.4 7.4

(103%) (102%) (107%) (104%)

8.9 8.5

(90%) (117%)

＊ 9.4 ＊ 9.0 ＊ 10.0 ＊ 9.4

(101%) (124%) (113%) (124%)

＊ 9.5 ＊ 8.1 ＊ 9.0 ＊ 8.1

(96%) (106%) (104%) (107%)

9.8 10.0 9.0 10.3

(106%) (120%) (104%) (142%)

8.9 7.9 7.4

(106%) (107%) (103%)

＊ 7.9 7.5 8.4 8.6

(102%) (101%) (107%) (116%)

7.4 7.2 7.6 7.4

(93%) (100%) (98%) (99%)

7.2 ＊ 7.5 7.3 8.1

(78%) (103%) (114%) (109%)

7.4 6.9 6.9 6.9

(96%) (100%) (101%) (98%)

7.4

(104%)

8.5 7.6 7.5 7.6

(106%) (104%) (105%) (107%)

9.1 7.2 8.1 7.6

(105%) (103%) (106%) (105%)

7.7 7.2 7.5 7.3

(95%) (102%) (91%) (105%)

1.61.6

H25.8連携通砂 (H25.8.23～25) －

H25.6連携排砂 (H25.6.19～21) 3.4

2.86.0

H23.6連携排砂 × ×

3.1 × × ×

×× × ×

2.15.7

× ×

×

6.2 2.0

×

×

×××H21.7連携通砂 (H21.7.18～19)

4.1＊

12

H22.6連携排砂 (H22.6.27～28) 16万m
3

H22.7連携試験通
砂

(H22.7.12～13) 5万m
3

×

＊

×

×

3.1 4.1

3.1

× ×××

3.6

2.42.3 3.4

3,600

5

68

71 5

×

340

×(H23.6.23～24) 39万m
3 ×

(H23.6.24～26)

18万m
3

×－H23.6連携通砂 6×

2.4

×

×

×

20

82

18

4.1170

5.5 ＊

×

×

68   

H19.6連携排砂

H18.7第１回連携通

3.9

3.9 3.4

＊

＊170 13 110   

4.93.9

3.0＊

26 12 3.0

18H18.7第２回連携通(H18.7.23～25)

(H18.7.17～19) 16万m
3 ＊

1841

＊ ＊ ＊ ＊4,400

＊

×

17

9 4.3

85

2万m
3

780

(H11.9.15～17)

40

140 9

－

59万m
3

68

7.0

59   

8

30190

7

(H8.6.27～7.1) 80万m
3

3303,500 24＊ ＊ ＊

1,200 230

H7.7大出水

1508H17.6連携通砂 (H17.6.30～7.5) －

(H9.7.9～13) 46万m
3

172万m
3

H8.6緊急排砂

1001,000H7.10緊急排砂 (H7.10.27～31)

H9.7緊急排砂

31

52

生地鼻沖河口沖
調　査　時　期

出し平
ダ　ム
排砂量

Ｃ点 Ａ点

ＳＳ（mg/L） ＣＯＤ（mg/L）

Ａ点 Ｃ点生地鼻沖

2.2 7.6

2.5

(H7.7.12～17) － 6,900 6 710 5

6.9

98   

－ 1,100

2.6

450

10

11   

8.5

7270万m
3 5

14 12   

3.3

3.1

H10.6排砂 (H10.6.28～30)

H14.7連携排砂

4

23

H10.7出水 (H10.7.10)

(H13.6.30～7.2)

H13.6連携排砂 (H13.6.19～21)

H13.6連携通砂

H11.9排砂

34万m
3

6万m
3 4.9290 5

52 6

H15.6連携排砂 (H15.6.28～30)

H16.7連携排砂 (H16.7.16～18)

9万m
3

28万m
3

＊ ＊3.1＊

3.83.6 3.9

3.4＊

(H14.7.13～15)

2.6

×

96   3,900

×

＊

×

28 ＊

×

61

×

＊

×

＊ 5

× ×××× ×

H16.7出水 (H16.7.18) － 1,700

H16.7連携通砂 (H16.7.18～19) － 3,500 5 8

4

× ×

3.2

2.6

4.5

3.1 2.3

2.1

2.2

37   ×

24   

10 2.2

H17.7連携通砂 (H17.7.12～14) － 780

＊

2,800 ×

＊H18.7連携試験通砂(H18.7.13～15) ＊1,100

38

H21.7連携排砂 (H21.7.9～10) 37万m
3 200

＊ 1,500H20.6連携排砂

31

9

H18.7連携排砂 (H18.7.1～3) 24万m
3

H17.6連携排砂 (H17.6.27～30) 51万m
3

(H19.6.29～7.2) 12万m
3

ＤＯ（mg/）

6

100

2.7 4.1

2.6

河口沖

6.2

6.4

生地鼻沖河口沖Ａ点Ｃ点

1.9

3.8

4.0 3.3

3.2

3.5

2.3

2.4

2.6＊

2.9

＊ ＊

7

2.1

4.3 3.5

29 2.72.9

3.19

51   25

27

26

77

＊ ＊

11   

8.7

2,300

960

710

750

3,220

18

2.4

2.7

3.1

×

＊

2.0

6.0

×

3.7

3.2

×

31   

＊

1.2

2.5

2.7 2.3

35万m
3

9.5

9 21   

3.8

33

55

＊

8.0

240

4

12   ＊ ＊

H24.6連携排砂 (H24.6.19～21) 44万m
3 6700 12

29

6 9.3 1.7

(H20.6.～7.2)

2,600

1,900 90

21 330

11

11

10   

18   

2.1

3.2

＊

3.129
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海域水質のSS・COD・DO観測値比較表　２/２

7.1 7.0 7.8 7.8

(100%) (102%) (107%) (114%)

7.0 7.8 7.0 7.3

(83%) (103%) (91%) (100%)

7.4 7.4 7.1 7.4

(96%) (102%) (107%) (105%)

7.7 7.5 7.7 7.8

(87.1%) (102%) (106%) (112%)

7.5 7.2 8.1 7.6

(91.2%) (96.5%) (101%) (98.7%)

7.8 7.8 8.0 7.9

(106%) (107%) (109%) (104%)

9.2 7.9 8.2 7.9

(112%) (107%) (105%) (110%)

8.0 8.3 8.9 8.5

(97.0%) (112%) (113%) (115%)

8.4 8.0 7.5 7.8

(106%) (107%) (106%) (108%)

8.5 7.4 7.7 8.0

(94.5%) (103%) (104%) (107%)

7.7 7.3 7.7 7.5

(105%) (102%) (109%) (108%)

注）① 各地点で複数回採水したうちで、最大（DOのみ最小）の観測値を示す。なお、H7.7大出水時の測定値は、期間中に１回測定したときの観測値を示す。

　　② 数値の前に「＊」を付した観測値は、下黒部橋での観測値がピーク値となった時期に採水、観測した値を示す。

　　③ 「×」欄は強風等により採水できなかったため欠測であったことを示す。

　　④ DOの( )内の数値はDO飽和率を示す。

　　⑤ R4年については、下表の期間の観測値を対象としている。

備　　考

未実施 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（8/21 5:10）　～　排砂ゲート全閉（8/21 8:33）

～ 　　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（9/1 14:50）　～　排砂ゲート全閉（9/1 22:50）

－ － － －

2.9

R4.8連携排砂
（中止）

(R4.8.20～21) －m
3 － － － － － － － －

8 6.0 3.2 2.8R3.7連携排砂 (R3.7.5～7) 9m
3 290 18 53

3.6 2.3 2.1 2.5－m
3 110 7 2 3

R4.8連携排砂(中止)

R2.6連携排砂 (R2.6.26～28) 12m
3 1,900 23 130

R2.7連携通砂 (R2.7.28～30) 1,300 30 31－

R4.9抑制策 (R4.9.1～2)

ＤＯ（mg/）

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

－ － － －

2.4

R1.6連携通砂 (R1.6.30～7.2) － 460 7 74 5 6.5 2.2 2.7 1.7

13 3.0 1.8 2.7R1.6連携排砂 (R1.6.16～18) 29m
3 120 6 40

3.1

－ － － －

32 2.5 3.5 3.1

7 17 2.1 3.1

－ － － －

26

－ －

－ － －

H29.9抑制策 (H29.9.1) －m
3 － － － － － － － － － －

－ － － － －

H30.6連携排砂
（1回目）

(H30.6.27～29) 5,100 27 7

117m
3

2.6

ＣＯＤ（mg/L）

6 7 2.64.8 2.4

9/1 8:38 9/1 15:46

海域（代表４地点）

220 17(H26.7.14～15) 32万m
3

調　査　時　期
出し平
ダ　ム
排砂量

ＳＳ（mg/L）

2.5H27.7連携排砂 (H27.7.1～2) 19万m
3 1,700 13 75 6 30   2.1 3.9

H26.7連携排砂

－

H28.6連携排砂 (H28.6.25～26) 30万m
3 82 16 7

H29.7連携排砂
（中止）

－(H29.7.1～8) －m
3 － －

2.28 89 1.8 2.1

2.46 3.8 3.0 1.7

　　⑦ H29年連携排砂（中止）の海域水質は、流入量が多く洪水調整により実施規定に満たなかったため実施できなかった。
　　　また、H29年抑制策はH12年抑制策に準じ、海域水質自動観測とした。

1.46 3.5 1.6 5.7
H30.7連携排砂
（2回目）

(H30.7.5～7) 150 260

　　⑥ H18年,H21年,H22年は、排砂後及び通砂後に出し平ダム湛水池内の測量が実施できたことから、排砂後から通砂後までにおける出し平ダム湛水池内での
　　　 土砂変動量がそれぞれ把握されている。上表の「出し平ダム排砂量」欄にはこれらの値を記載している。
　　　なお、H23排砂量による土砂変動量は、シミュレーション値を示す。

R4.9抑制策

26

R2.6連携排砂
（中止）

(R2.6.14～15) －

-50-


